
～石狩湾漁協厚田地区女性部～

厚田漁港朝市内において、石狩湾漁協厚田地区女性部主催の『第８回ふれあい鍋』を開催しました。

例年は４月下旬の土曜日に行っていますが、今年は５月２５日（金）に行いました。今回は、初のメ

ニュー『ギスカジカ三平汁』を提供しました。

カジカは、『鍋壊し』と言われ、あまりのおいしさに箸が進み、鍋底をつついて壊してしまう、という

たとえからきています。魚の数量があまり確保できなかったため、１５０食限定（１杯２５０円）では

ありましたが、食べてくれたお客さんたちは皆「おいしかったよ」と、満足してくれたようでした。

今回の料理長は中村美登

里さん。

浜の母さんたちは、大鍋

での調理はお手のもの。

150 食分を絶妙な味加減

で一気に作り上げます。

女性の繊細さと浜の母さ

んの大胆さが、おいしい鍋

を作るのに必要不可欠で

す。

ギスカジカは、塩をし

て冷凍したため、余分な

水分が抜け、身がしっか

りしていて、ほどよい塩

加減が、魚の味を引き立

たせていました。

出汁は、厚田産のコン

ブを使用。厚田が満載の

一品。

「浜の女性応援隊（通

称：ハマドンナ）」も参加し

ました。

味見をしたのですが、い

い出汁がでていて、とても

おいしかったです。味付け

は塩のみで簡単なので、ぜ

ひ皆さんも作ってみてくだ

さい。

朝のうち雨が降りま

したが、のちに晴れ

て、気温も上がって

きました。

朝市へも多くの

来客がありまし

た。


